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be ambitious！＇＇ の言葉 で知 ら れ る札幌農学校のクラー
ク先生 も ， そ の頃の象徴的教師 の一 人 で あ っ た と い え
よ う。 こ うし て や が て 日 本 の大学 に も 真理 の探究 と い
う， 一見す ぐ に は も の の用 に 立 ち そ う も な い学問的方
向が芽ばえてゆき， 技術者養成の大学から「ユニパー
シティー 」 と し て の 体 系 が整え ら れ て き た の で あ
る。
大学にみられるこのような歴史的発展過程の上で，






















































教養部長 杉 本 新 平
にいかにもふさはしし陛下の御心の願ひがよく描か
れてゐる。 Everest （エベレスト）初登頂に成功した英











であらう。 米国著名の小説家Nathaniel Ha wt horne らならし」（立山の賦，天平19年）は， 余りにも有名であ
（ナサニエル・ホーソン 1804 -1864 ）の短編にThe る。 また「立山の雪し来らしも延槻（はいっき）の川の
Great Stone Fa ce （巨岩面）といふ物語がある。 これ 渡瀬あぶみ浸すも」（早月川を詠んだ歌， 天平20年）も，
は山に固まれた田舎の少年Ernest（アーネスト）がGreat 実にいい歌である。 英人外交官Sir Ernest Sato w は
Stone Fa ce といふ山に対面し対話しながら， だん （アーネスト ・サトー卿）は慶嬉3 年佐渡の相川から七
だん成長し， つひに 真実単純の 最も偉大な人物になる 尾へゆく途上， 早朝海から立山を見て， 「立山といふ
話であるが， その中で著者は次のやうに述べてゐる。

















者が， 近くは 明治10 年にKimberle y（キンパリ）が， 翌
日年にはParkes （ノfークス）（英人外交官）が， そして







































より 積極的な面と， それとは全く対象的な Begleiter
にもならなくてはいけないという， より消極的な性格


































新 任 教 官
0秋山 進午 教 授 （人文学部） 54 .4 .1 
昭31 . 3 京都大学文学部史学科考 古学専攻卒業
担当：考 古学
0和崎 洋一 教 授 （人文学部） 54 .4 .1 
昭20 . 9 京都帝国大学理学部地球物理学科卒業
担当：文化人類学
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o和田 晴吾 講 師 （人文学部） 54.4.1 
昭5 2. 3 京都大学大学院文学研究科博士課程退
学 （第2 学年）
担 当：考古学




o中村 義朗 講 師 （教育学部） 54.4.1 
昭35. 3 富山大学教育学部第1 中等教育科卒業
担 当：音楽科教育












。熊野 裕子 助 手（経済学部） 54.4.1 6 
昭54. 3 金沢大学法文学審陣業
担 当：経営環境論
。水谷 義彦 教 授 （理学部） 54.4.1 
昭37. 8 名 古屋大学大学院理学研究科博士課程
修了
担当：陸水学




o吉田 順作 教 授 （工学部） 54.2.1 
昭1 9. 9 北海道帝国大学工学部電気工学科
担 当：応用電子工学
0塩谷 俊作 教 授 （教養部）








o三原 健一 講 師 （教養部） 54.4.1 
昭54. 3 大阪外国語大学大学院外国語学研究科修
士課程修了
担 当：経済原論第一 担 当：英語
0正亀 芳造 助 手（経済学部） 54.4.1 0北村 潔和 講 師 （教養部） 54.4.1 6 
昭53. 3 神戸大学大学院経営学研究科博士課程 昭47. 3 大阪体育大学体育学部卒業
単位取得 担 当：保健体育
考古学研究室新設ご挨拶
人文学部教授 秋 山 進 午
新設の考 古学研究室へ同僚の和田さんと一緒に赴任 備はこれからです。 当分新設の苦労が続くと思います
してきました。 富山は全くはじめてですが， 教官諸 先 が， それは覚悟の前です。 ゆっくりやろうと思います。
生には旧知の方も多しそのつえ色々と親切にして頂 考 古学といえば発掘調査がつきものです。 出来れば
いて楽しく融けこめてゆけそうです。 来年の夏ぐらいには発掘を行いたいと，思っていますが，




































科目の数。 人文， 語学， それぞれ選択科目だけでも80
を越す。 都合160 科目余。 学生数は1学年160 だから，









人文学部教授 和 崎 洋
































足する夢もかなえられる日は 遠かろう。 学聞の 高度の
やすことが必要なのでは。 高度成長が終わったのは，
日本経済に関することだけではなかろう。
尤も， アメリカ 現代作家の作品のなかで， 古典語学
博士様が， 日雇いで安ホテルに泊まりながら， 黒人の
年金受給者を探し 当てるため終日歩きまわる姿が見ら









あります。 呪医と一緒に呪 薬に使う植物を集め， その
処方や用法などを聞いた訳です。 そのテープを帰国し
て聞いて驚きました。 呪医の声をパックに， 思いがけ






















炎武 （1 613～1 682 ）先生に関する史料から，先生の言
葉を抜き書きして， 責めをふさぎます。 題して「顧炎
武語録』
(1）「ある人が学問する。 その場合， 日 毎に進歩して





く聞い， 古の立派な人と一緒になって考え， どこに 真
実があるかを追求すれば， 50～60%はわかるものだω
彼は， 旅の人であった。本業学宗師顧炎武が求めたも
人文学部講師 夫 馬 進
















このたび， 新設の人文学部考 古学コースの 講師に着
任いたしました。 今のところは研究室の整備と環境へ
の適応に追われています。 特に， フィールドワークを
重視する分野ですので， 土地感を養い， 遺跡 ・遺物を
歴訪するのに少なからぬ時間を費やします。



























である。 結婚の当初から妻子は信 州， 私は大阪と4 年
間別居していたからであるが， それにしてもほかに言




落の 一角で， どの家にも美しい庭があります。 お地蔵
さんを巨木の洞に入れるのはこのあたりの習わしでし
ょうか。 私は奈良に生まれ育ち， 京都で20 代を過ごし
ましたが， その延長線上に富山の呉羽界隈を選べたこ
とは， なかなかのしあわせです。
理学部教授 水 谷 義 彦
形が， 大きく作用しているからであろう。 そして， そ
れは地表付近の水の循環にも様々な変化を与えている。





室で居心地がよい。 しかし， 本当は， 一日も早〈 建物
の改装が終わり， 実験室の整備に汗を流す日の来るこ
とを願っている今日この頃である。
























































































富山に赴任してから 丁度一ヶ月目の5 月4 日， 木下
順二作・山本安英の会公演「子午線の肥り」 を観る機
























































経済学部助手 津 野 雅 彦
金沢で生まれ育った私が， 9 年間に及ぶ関西地区で 北陸が初めての方は， その風土 ・気候の違いに戸惑わ
の学生生活を終えて， 北陸・富山へ帰って来ました。 れる方が多い様ですが， 幸い私には全く異和感はあり
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反面， とかく化学といっと， 汚い， 臭い， 公害の元
















教養部教授 塩 谷 俊 作
兇等といった非難の言 葉もきこえてくるようです。 た
しかに， 化学が関与する分野にもいろいろと問題があ






















































いました。 僅か1 5 分程ですが， その聞にスポーツウェ
アーに身を包んでランニングに精出す人に 毎日出合い
ました。 土曜日の午後や日曜日の朝早く 名 古屋城の回
























何年か前の夏の， あの 富山は 一見の客を迎える 老舗
だったのだろうか， と今は思うのだ。















本年2 月1 日付で工学部教授の発令をいただき、 電
子工学科応用電子 講座を相 当することとなり、 2 月 8
日着任いたしました。 一応、 私の略歴を自己紹介させ
ていただき、 新任のごあいきっとしたいと思います。
19 23 年 4 月1 日北海道小樽市で生まれ、 小中学は小
樽で過ごし、 北大工学部電気科に進みました。 太平洋
戦争も終盤に近づいた19 44 年9 月大学を卒業、 ただち
に、 N H K技術局に採用となりましたが、 同年1 0月陸
軍技術候補生として相模原の陸軍兵 器学校に入隊、 4
ヶ月の訓練を終えて、 翌19 45 年2 月陸軍技術中尉に任
官． ヨト9 陸軍技術研究所付となり、 終戦の日までを過
ごしました。
復員後N H K技術局研究部に戻り、 翌19 46年2 月技









私だけではなさそうです。 北緯50・のM ainz の気候
は， 私にとって驚くというより， 感動すると表 現した
方 が 確 か で す 。 11月から12月にかけての， まさしく
1寸先が見えない霧のさま， 1 I 2 月の雨が （雪でな
い） 大地に到達すると同時に凍るきま， 道も木々まで
も全てが1 日中凍ってとけないきま， 4 月に入ると突
然全てが緑と化すさま等々。 そして， 昨年 6月12日の
後， 突然 雷と共に直径 2 cm以上もある氷のかたまりが




きて， 私の住んでいるM ai nzは， ご存知のようにス
イスのBaselから真直ぐ北に向って下ってきた即時i n 











着任後 未だ日が浅く、 半 分浦島太郎の様な心境にあ
りますので、 ややトンチンカンな言動があるかも知れ
ませんが、 よろしく原買い上げる次第です。
教育学部助教授 竹 内 茂 弥
（文部省在外研究員。 在西ドイツ ・ マインツ）
河が， 大きく西にカーブし， Frankfurt ( M ）から流れて
くるM ain河との合流点に位置し， Rheinland-Pf alz州の
首都です。 首都といっても人口は約20万人程度で， 千






るほどです （一方， Bi erstub eはかラかラ） 。
ところで， 私の研究の場， Mainz大 学 は こ の 旧 市
よりパスで約1 0分の小 高い丘の上にあり， 私は構内に
あるGastp rof esso renh ausから徒歩で研究室に通ってい
ます。 Mainz 大学は学生数 約2万人の綜合大学で， 各
種の研究所よりなっており， 私の所属しているのは有
機化学研究所の所長p rof .R.C.Schulzの研究室です。研
究室は教授の他に4 年間契約 の 助 手数 名とL aborantin
数 名， そしてDip lomarbei tとD oktorarb ei tの学生から
成っており， 日本でいう4回生は研究室には入れませ
























19 76年 6月 春たけなわのM ainzより
・ 人 文 学 部 人文学部長・評議員の改選
任期満了に伴う学部長選挙が 3月13日 に行われ，






＝ 昭 和54年度公開 講座開設される ＝ 
大学の 使命の 一つである地域住民へのサービスの試
・ 教 育 学 部










本校では， 5 ヵ 年の研究を 「対話的思考による学 習J
という一書にまとめ， 去る， 5 月18日刊行し， それに
加えて， 学習公開を行い御批判を仰いだ。
当日は， 県教委をはじめ学長 ・学部長・教官 ・学生
及び県下の 先生方， 多数 御参集くださった。（ 600名）
． 工 学 部 言卜 報
工学部化学 工学科教授・ 工学博士i畢畠恭 先生は， 去
る5月 7日激症型肝炎のため逝去されました。 享年5
2オ。
j畢畠 先生は昭和44 年 7月理化学研究所より本学教授
として着任され， 化学工学の教育と研究に従事され，
附属小学校 副校長 笹 川 勇
最後に， 阪大教授森田考氏から， 「対話的思考と人










．学 生 部 だ よ り
第31回北陸四大学学生総合体育大 会が， 福井大学， 北陸四大学学生体育競技連盟の主催で7月 8 日 （日） を中
心に別記 会場で開催されましたの
種 目 期 日 開始時間
陸上費量技 男・女 7月8日 10 : 00 
野 !Oji男 合7は月I�日 日 ま（で雨に天順の延場） 9 : 00 庭 主幸男・女 7月6日.7日.8日 9 : 00 軟式庭球男・女 合7は月�o日日（ま雨で天にの順場延） 9 : 00 
卓 球男・女 7月8日 10 : 00 パトミントン男・女 7月7日.8日 � 日 日 �u: 
バレーポ ール男・女 7月8日 10: 00 サッカー 男 � 月 月�4 日日. 7 月8 日 14 : 00 
フラッグトボビー ルー 男 � 月 月 �4 日日 . 7 月8 日 15 : 00 
針j 道男・女 7月8日 9 : 00 
柔 道 男 7月8日 10 : 00 パスケッル トポ ー 男・女 7月8日 14 : 00 
ヨ ‘y ト 男 7月7日.8日 9 : 00 
水 泳男・女 7月8日 IO : 00 
軟式野球 男 合7は月�日日（ま雨で天にの順場延） 9 : 00 
ハンドポール 男 7月8日 10: 00 
空 手 道 男 7月8日 10: 00 弓 道男・女 7月8日 9 : 00 体 操男・女 7月8日 10 : 00 
創作舞踊男・女 7月7日 14 : 00 
少林寺拳法 男 7月7日 13 : 00 
� 日 気 道男・女 7月7日 13 : 00 
競技日程
競 技 会 場
県営陸上競技場
県 営野 球場
県 営 庭 球場福井市西公園庭球場北陸電力体育館
福井大学体育館
県 営 体 育 館
� �i：幾県営久サ運動ッ公カ園ー競技場号；��8県科営学ラ技グ術ビ高ー校続グ技ラン場 ド縞井大学中 附 学属 校体育館県武 進 館藤島高 校体 育館
三 国 ヨ ッ ト ハー パー
福井大学プール








子 （ （ （ （フフ
ト







1役0 血J、Hン，マ4 00彼mH 
リーグ戦




団体 （点取りリ ーグ）女男 子子 I�名名以以 内内 （（登登録録はは1；名名以 以内内 ）） 個 人（ト ーナメント）男女子子 105名 名以 以内 内
団体（点取 り リー グ）13名 （個人トーナメント） 6名以内
トーナメント戦 3位決定戦
























個団人体 自自 由由組組手手各（校5組4名） 以リ内 ーグ2戦分1本勝負（引分けの時2分延長後判定）トーナメント戦団体女男子子 ： 名名H 人人 �g射 計計8倒1 60す射 ） ） 四ツ矢5回一手個人 団（体20射戦 出中場的者中数及のび男多女い者8 名） 





昭和 53年度 卒業生進路（ 就職 ） 状況
項目 就 職 希 就職不希 未 就 職卒業者数 就職 率。。





学 部 程 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
文 文




理 品寸』- 科 89 34 72 31 17 3 59 21 13 10 8 1 . 9  67 . 7  


































員 。 28 。 28 。 。 。 26 。 2 。 92 . 9  
音E
計 45 188 43 184 2 4 41 154 2 30 95 . 3  83 . 7  
経 済 学 科 110 2 107 1 3 
経
1 107 1 。 。 100 100 
学
部
済 経 営 学 科 111 6 107 3 4 3 107 3 。 。 100 100 
計 221 8 214 4 7 4 214 4 。 。 100 100 
電 気 工 学 科 55 。 48 。 7 。 47 。 1 。 97 . 9  。
工 工 業 化 学 科 45 1 41 1 4 。 40 1 1 。 97 . 6  100 
金 属 工 学 科 45 。 36 。 9 。 36 。 。 。 100 。
機 械 工 学 科 58 。 49 。 9 。 47 。 2 。 95 . 9  。
学
生産機 械工学科 40 。 37 。 3 。 37 。 。 。 100 。
化 学 工 学 科 36 。 33 。 3 。 32 。 。 97 . 0  。
部 電 子 工 学 科 39 。 32 。 7 。 32 。 。 。 100 。
計 318 1 276 1 42 。 271 1 5 。 98 . 2  100 
三口入 5十
702 261 626 248 76 13 604 195 22 53 96 � 5  78 . 6  
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産 業 別 就 職 状 況
産
；；ミミミヨ五
文理学部 教育学部 経済学部 工 学 部 ム口、 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
建 設 業 4 1 5 6 。 6 9 。 9 19 1 20 
食料 品・た ばこ 製造業 1 。 1 9 。 9 8 。 8 18 。 18 
繊 維 工 業 4 。 4 7 。 7 11 。 11 
衣類 ・その他の 繊維製 品
第 出 版・印 刷同関連産業 1 。 1 4 。 4 2 。 2 7 。 7 
一 製 イじ 戸寸ιー・ 工 業 4 2 6 4 。 4 20 。 20 28 2 30 
次
鉄 鋼 業 1 。 1 4 。 4 5 。 5 
造 非 鉄 金 属 製 造 業 1 。 1 6 。 6 7 。 7 
産
金 属 製 品 製 造 業 5 1 6 22 。 22 27 1 28 
業 業 一 般 機 械 器 具 1 1 2 4 。 4 35 。 35 40 1 41 
電 気 機 械 器 具 6 。 6 37 。 37 43 。 43 
輸 送 用 機 械 器 具 1 。 1 3 。 3 12 。 12 16 。 16 
精 密 機 械 器 具 2 1 3 3 。 3 5 1 6 
そ の 他 の 製 造 業 1 。 1 10 。 10 20 2 1  3 1  1 32 
百十 15 5 20 57 1 58 185 1 186 257 7 264 
t売�fl 査P 'i土E� 業 3 。 3 18 。 18 23 。 23 44 。 44 







銀 行 信 託 業 32 。 32 32 。 32 
証 券業 ・ 商品 取 引業 5 。 5 5 。 5 
第
保 険 業 。 1 1 11 。 11 11 1 12 
その他の 金融 ・保険業 7 。 7 2 。 2 9 。 9 
一 �·事連言局命 運 輸 業 3 。 3 4 。 4 7 。 7 通 業 2 。 2 2 。 2 
次 電気 ・ガス・ 水道業 。 1 1 5 。 5 6 。 6 11 1 12 
医 療 保 険 業 。 1 1 。 1 1 
産 サ 法 務
ビ 教 育 33 14 47 38 123 161 2 。 2 73 137 210 
業 ス 非 営 利 的 団 体 。 2 2 1 1 2 1 3 4 業
そ の 他 の サ ービス業 15 11 26 。 1 1 12 。 12 2 。 2 29 12 41 
／ム1‘． 国 家 事 務 1 1 2 14 1 15 3 。 3 18 2 20 
務 地 方 事 務 11 2 13 。 1 1 29 。 29 25 。 25 65 3 68 
計 63 31 94 39 127 166 155 3 158 71 。 71 328 161 489 
上 記 以 外 の も の 2 27 29 2 。 2 15 。 15 19 27 46 





一一学 園 ニ ュ ー ス 編集委員 長一一 岩 淵 富 治
学 園 ニ ュ ー ス は ， 今 回 で30号 を 迎 え ま し た 。 し か し ，
こ の 号か ら の 編集委員 会 では ， 永遠 に ， 沢 畠 先生の お
姿 に 接す る こ と が で き な く な り ま し た 。 先生が， こ の
委員 に な ら れ た の は 昭和45年 1 1 月 か ら で， 10年 も の 長
い 間 に わ た っ て 委員 と し て の 重責 を 果 た さ れ ま し た 。
い わ ば学 園 ニ ュ ー ス の生み の 親 で あ り ， 育 て の 親 で し
た 。
先生が ， 特殊法 人 ・ 理化学研究所か ら ， 工学部教授
に 就任 さ れ た の は ， 昭和44年 7 月 で， そ の翌年か ら ，
委員 に な ら れ た の です が， 先生 と の お つ き あ い は ， 昭
和 4 8 年か ら で し た 。 先生が学 園 ニ ュ ー ス の 編集 に 寄
せ ら れ た 情熱 に は ， な み な み な ら ぬ も の が あ り ま し た 。
原稿の校正， 害I］ り つ け な ど に つ い て は ， 専 門 家的博識
を も っ て ， て き ぱ き と 適切 な ご 意 見 を 述べ ら れ る の で，
つ ね に 畏 敬 の 念 を 禁 じ え ま せ ん で し た 。
先生が， 昨年 1 1 月 27 日 に 市 民病 院へ 食道漬蕩 の 手 術
の た め に 入 院 さ れ て か ら 2 ' 3 日 後 に ， お 見舞 に 伺 っ
た 折 に は ， 手術 ま え の 精密検査 な ど で 多少疲 れ て お ら
れ た よ う です が，
「年が明 け て 1 月 に な れば退院 で き そ う です か ら ，
ま た 委員 会 に 出 ま す よ り と ， と て も お 元 気 で、 し た の てV
私 も ほ っ と し た 気持 で し た 。
し か し ， 手術後の ご 本 復が遅れ て ， 3 月 29 日 の卒業
式 の 当 日 に も ， ま だ 入院 さ れ て い た は ず な の に ， 「 め
で た く 卒業す る 学生諸君 に 会 い た く て ねω
と ， 病院か ら抜 け 出 し て 公 会堂 の 式場に お 見 え に な
り ま し た 。 明 る い紺青色の背広 を着 こ な し て ， に こ に こ
し て お ら れ た 先生 の お 姿 が 、 私の険 に 映ず る 最後 の も
の に な ろ う と は ， 夢 想、 さ え し て い ま せ ん で し た 。
そ れ か ら 2 日 後 の 3 月 3 1 日 に 退 院 さ れ ま し た の で，
工学部の 研究室 に お ら れ た 先生 と は 電話 で お 話 し す る
機会があ り ま し た 。 そ の 折 に は 受話器か ら 伝 わ る 歯切
れ の よ い お 声 を 耳 に し た の です が， 5 月 7 日 に 激症 型
肝 炎 で急逝 さ れ た と い う 言卜報 を 知 ら さ れ た 時 は ， そ の
一瞬， 驚 き と い う ほ か は あ り ま せ ん で し た 。 し ば ら く
し て 平静に も ど る と ， つづL 、 て 哀 惜 の 情 が 止 め ど も な
く 込み あ げ て き ま し た 。 9 日 の 葬 式 に は ， あ い に く 外
部か ら の 来 客 で， 校舎の案内 役 を つ と め ま し た の で，
先生に こ の世の最後 の お 別 れ を つ げ る こ と は で き ま せ
ん で し た 。
筆跡 は ， そ の 人 の性格 を あ ら わ す ， と よ く 言 わ れ ま
すが， 先生 が書か れ た 原稿 は ， 実 に き れ い な楕書で，
句読点 も き ち ん と し て い て ， 先生 の 人 と な り を 語 っ て
い ま し た 。 先生は ， そ う い う 人柄で， 自 然科学の 分
野ばか り では な し 文学に た い す る 造 詣 も 深 〈 ， 昨年
に 生誕 100年 を 記 念 し た 寺 田 寅 彦 に 傾倒 し ， 彼 を 敬愛
さ れ て い ま し た 。 酒 の お つ き 合 い を す る 時 な ど は ， 飲
む ほ ど に ， 酔 う ほ ど に ， 文芸 の色彩 と 芳 香 を ふ く ん だ
格調 の 高 い 論談が， 先生の 口 も と か ら 泉の よ う に 流 れ
る こ と が， し ば し ば で し た 。
先生 は ， 粉体工学 の著名 な 権威者 で し た が， こ ち こ
ち の 学者では な く ， 時 に は ， 文学的風趣 を そ え ら れ，
豊 か な 表現 で粉体 を 捉 え ら れ て い ま し た 。 日 刊 工業新
聞 社 で発行 し て い る 「 は ぐ る ま 」 に ， た び た び寄稿 さ
れ て い ま し た が， そ の な か で， 「 啄 木 的粉体 と 万葉的
粉体」 と い う 卓 抜 な 随論が私 を 惹 き つ け ま し た 。 （ 昭
和53年 8 月 1 日 ， 通巻 266号 ） 。
粉体工学 の 世 界 に お け る こつの粉体 系 一 砂 の よ う に ，
き ら き ら と 固 ら ず に 流動 す る 粉体系 と 付着 力 の 大 き い
微細 な 粉体系 ー に 触れ ら れ る のに も ， そ こ に は 詩 が あ り ，
歌があ る の です 。 先生 に よ る と ， 二つ の粉体系 の 一 つ
は ， 啄 木 の 「ー握 り の砂」 の詩集の な か に詠 ま れた ，
い の ち な き 砂 の 悲 し き
き ら き ら と
握れば指の 間 よ り 落 つ
の よ う に 握 っ て も 握 っ て も ， 意に 逆 ら っ て ， さ ら さ ら
と ， 指 の 聞か ら 流れ 出 る 「 啄 木的粉体」 で あ り ， 他の 一
つ は ， 万葉集 に み ら れ る 作者不 明 の 和歌，
大和 の 宇 陀 の ま 植 （ は に ） の さ 丹 （ に ） っ か ば
そ こ も か 人の
我 （ わ ） を 言 （ こ と ） な さ ん
に 詠 ま れ て い る 埴（ は に ） の微細 な 赤 い 粘土 の よ う に 付
着 し や す く 固 ま り や す い 「万葉的粉体」 と い う こ と です
が， こ れ ら の 二つ の 異質的 な粉体系 に つ い て の嘗喰的表
現の く だ り は ， 絶妙 で‘， そ こ に 先生 の文雅 な 知 性 を よ
く 窺 い 知 る こ と がで き ま す 。
今は な き 先生 の お 姿 は ， 学 園 ニ ュ ー ス 委員 会か ら ，
啄木の い う 砂 の よ う に ， 悲 し く も ， さ ら き ら と 落 ち て
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消 え 去 っ て し ま い ま し た 。 し か し ， 先生が委員 会 に 残
さ れ た 数 々 の ご功績， ご薫陶 は ， 「万葉の埴（ は に ） の赤
土」 の よ う に ， 強 い 粘 着 力 を も っ て い つ ま で も ， い つ
。学園 エ ユ ー ス編集委員会委員
ま で も ， 私 た ち 委員 の心の な か に ， 生 き 生 き と し て 付
着 し 凝集 し つづけ る こ と で し ょ う 。
先生． ど う ぞ， や す ら か に ， ご 永 眠下 き い 。
学 生 部 長 岩 沸l 富 治 経 済 学 部 助 教 授 坂 口 正 志 教 養 部 教 授 奥 貫 晴 弘
人 文 学 部 教 授 山 口 博 理 学 部 教 授 堀 令 司
教 育 学 部 II 大 塚 恵 一 工 学 部 II 市 村 昭 二
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